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1． は じめに

　夏季 モ ン ス ーン 期 に チベ
ソ ト高原 上で発 生す る

積雲 は 、水平 ス ケ ール が 数 km 程度 と小 さい こ と、

ま た 、雲頂 エ コ
ー

が 最大 17km に 達す る ほ ど背 の

高い こ とが 、高原 中東部にて 実施 され た レ
ーダ観

測 に よ り明 らか とな っ て い る （Uyeda 　et　al．，

2001 ）。
一方 で 、近 年 、衛 星 画 像解 析 に よ っ て

Convective　Cloud　Clusters （CCCs ） の よ うな大

きな雲 シ ス テ ム が 高原 Eで も発達す る と い う指摘

が な され て い る （Barros 　et 　al ．，2004 ）。 衛星 画像

か らは 検 出可能な メ ソ対流系が 地 上観測 で は 確認

で きなか っ た こ とか ら、実際 に高原 上 で 雲 が組織

化 す る か 否 か に 関 し て は、未だ 、疑 問が残 る。 ま

た、も し高原上 で CCCs が 発生 発達 し て い る とす

れ ば 、潜熱解放 を通 じて 対流圏加 熱 に大 き く寄与

して い る可能性が あ り 、
こ れ ら の 形成 ・発達過程

を明 らか にす る こ とは 重要で あ る と考え られ る。

そ こで 、本研 究で は 、METEOSAT5 の 赤外デー

タを 0，15 度間隔 に格子化 した後 、1998 年 に 高原

上 で 発 生 した CCCs を抽 出 し、それ らの 形成 要因

に つ い て 明 らか に す る こ とを 目的 と した。

2。解析 手法及び 使用デ ー
タ

　 CCCs の 抽出方法は Evans 　and 　Shemo （1996）

や Barros　et 　al ．
， （2004 ）に準拠 した。具体的に は 、

219K 以 下の 領域が 4000km2 以 上 の 大 き さに発 達

した時 間を雲塊 の 発 生時間 とし 、 そ の 後 、 同
一雲

塊が 4000km2 以 上 の 大 き さを保 ちなが ら、6 時間

以 上 存続 した も の を CCCs と した 。解析期 間は

考に 、特に総観 規模擾 乱の 有無 に着 目す る。図 1

に 7 月 1 日か ら 8 月 22 日まで の CCCs 発 生位置

を 示 す 。総 観規模 擾乱 の 通 過有 無 に 関 わ らず 、

CCCs は形 成 され た。発 生位置 は 、高原 中 央部 （領

域 A ） も しくは 高原東部 （領域 B） の 2 箇所 に集

中 した。北緯 35 度以 北の 領域 には CCCs は形成

され なか っ た 。 特 に領域 A で は 、総観規 模擾 乱 が

通 過 し ない 場合 （□ ）に お い て 、通過す る 場合 （ム ）

よ り も西側お よび 北側 に発 生位 置が 拡大 した 。 発

生時刻 は現地 時刻 の 12 −20 時 ご ろ に集 中 し て お り、

Barros 　et　al ．（2004 ）に示 された結果 と
一
致 し た。

領域 A も し くは B で 発生 した 個数の 時系列 をみ る

と、領域 B で 発 生 す る CCCs の 個数は 期 間 を通 し

て ほ ぼ
一

定で あ っ た の に対 し、領域 A で 発生 す る

CCCs の 個数や発生 頻度は解析期 間 の 後 半で やや

増加 する傾向が 見 られ た 。 今後 、 CCCs は どの よ

うに形成 され る の か 、また総観規模擾乱有無に よ

っ て CCCs の 発 生要因 に違 い がみ られ る の か に つ

い て 数値 モ デル WRF （Weather　 and 　Research

and 　Forecasting　model 、　 Ver．2，1．2） を用 い て 議

論す る予 定で あ る。
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1998 年 7 月 1 日 01UTC か ら 8 月 22 日 23UTC 　 35N

ま で と し た 。対 象領 域 は 北 緯 25−40 度 、東 経

70・103 度 と した 。

3． 結果 と考察
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 30N
　CCCs の 発 生要因 は総観 場 に よ っ て大 き く支配

され る と考え られ る。Yamada 　and 　Uyeda （2006 ）

は 、高原周辺 の 総観場 を 、1）総観 規模擾乱が 通 過

す る場合 、2）高原上 空がチベ
ッ ト高気圧 に 覆 われ

地表 付近 に熱的低気 圧 が発 生す る場合、3）チ ベ ッ

ト高気圧 に覆われ て い るが熱 的低 気圧 が発 生 しな

い 場合 に 分類 し て い る。 本研 究で は こ の 分類 を参
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図 1 北緯 29 度以 北に形 成 され た CCCs の 発

牛 位 置。総観規 模擾 乱が 通過 し な か っ た 日

（□ ）、通 過 し た 日（▲ ）を示 す。背 景色は 地形 を

示 す。
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